
一
●

“́
　

　

　

　

´
、

餘慶寺二重塔
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百六寺 0邑久 0牛■0寺購こ古塘を鮪わτ
《見 学 ス ケ ジ ー ー ル 》

30 福山駅北口発
45 福山東 IC
35 山陽 IC
55 西大寺観音院着 (ト イ レ、隣接の西大寺公園で朝市を開催 )
35 西大寺観音院発
45 乙子城下着
55 乙子城本丸着 (登山時間は 10分弱 )
15 乙子城本丸発
25 乙子城下発
40 砥石城下着 (登 山時間は 20分 弱、登山口に簡易 トイ レ)
05 砥石城本丸着
35 砥石城本丸発
45 砥石城下発
00 余慶寺着 (昼 食・ トイ レ)
00 余慶寺発
20 夢二郷土美術館着 (ト イレ)
00 夢二郷土美術館発
15 静円寺着
45 静円寺発
05 朝鮮通信使資料館着 (ト イレ)
25 朝鮮通信使資料館発
30 本蓮寺着 (ト イレ)
00 本蓮寺発
の時点で時間に余裕があれば、式内名神大社安仁神社に寄 ります。

45 山陽 IC
55 吉備 SA着 (ト イレ)
05 吉備 SA発
45 福山東 IC
00 福山駅北口着
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《 注 意 》

①見学コースはあくまで予定です。進行状況により変更する場合があります。

②寺社に朱印をお願いする方は到着後すぐに寺 (社 )務所に提出し、集合時間に

遅れないようにしてください。

③西大寺公園では当日大規模な朝市を開催しています。買い物はかまいませんが、

くれぐれも集合時間を守ってください。

④山城に 2ヶ 所登 ります。それほど険しい山城ではありませんが、足腰に自信の

ない方はバスでの休息をお願いします。

⑤寺院等の木造建築物には絶対に土足で上がらないでください。

⑥本蓮寺境内は禁煙になっています。厳守してください。

⑦野草 (と くに民家では)を 採ることのないようにお願いします。



西大寺観音院
吉井川の河口に近い岡山市西大寺中 3丁 目にある高野山系真言宗別格本山。
山号は金陵山 (きんりょうざ励.創建は『金陵山古本縁起』 (県指定重要文化財)に よ
ると、 751年 (天平勝宝 3)藤 原皆足が千手観音の本尊を安置 したことにはじ
まり、 778年 (宝亀 9)安 隆上人が伽藍を建立 した際に竜神か ら授った犀 (さり
の角を堂の下に納め、寺名を犀戴 (さいだい)寺 としたとあるが、南北朝時代にはすで

に西大寺と称 してお り、あるいは当初か らであったかも知れない。

また『備陽国誌』は、報恩大師開基の備前四十八カ寺の一つとしている。寺運

盛時には塔頭も多かったが、次第に減少 し、現在は観音院だけとなっている。諸

伽藍は 1678年 (延宝 6)竣 工の二重塔以外は江戸時代末期の建物で、本堂は
前面吹き放 しの大床になってお り、会陽 (1959年 県指定重要無形民俗文化財)
に際 し、裸群の宝木 (しん詢争奪戦にふさわ しい広さを持ち、境内南に下部を石造 り

にした竜宮Flが あつて、その前が会陽の裸群の垢離 にり)取場となっている。

寺宝では鐘楼 にある朝鮮式梵鐘 (目指定重要文化財)や 、大床にかかげられた
狩野永朝の会陽絵馬、さらに『西大寺文書』が有名。なかでも室町期に作成され

たと推定される『西大寺境内古図』には、その境内とともに門前に市座の成立 し

ていたことが記されている。なお、市街地の「西大寺」は、中世からF5前町とし

て栄え現在に至っている。

《参考》会陽 (裸まつり)
古来寺院では、旧正月元 日か ら 1～ 2週間にわた り修正会 (年始の法会)が厳
修される。その修正会の結願 (満願)の行事が会陽である。岡山県内では岡山市
西大寺観音院、真庭郡落合町木山寺、英田郡英田町林野安養寺、岡山市金山寺な

どの会陽が有名である。

土地の古老は「エヨウ」といわないで 「エエヨウ」と呼ぶ。古 くは「エエヨウ、

エエヨウ」と掛け声をかけなが ら裸群がもみあったと思われ、この掛け声が この

行事の名称になったと推測される (民俗行事にはこのような事例が少なくない)。

会陽の折、牛玉窓か ら投下されるシンギ (第 2次世界大戦後は宝木の文字があ

てられる)は雄 シンギ、離 シンギの一対をなす。シンギの材は、寺により異なる

西大寺観音院



が、カシ、クスノキ、サカキなどから作る。作 り方は秘伝 とされ、長さも、寺に

より 1 0cm～ 2 0cm前 後とさまざまである。シンギは牛玉紙に包まれ、香を薫 じ

込めたのち投下される。シンギは極めて霊妙な力を持つものとされる。 このシン

ギは全国各地に見 られる粥掻棒に通 じるものと考えられる。

旧暦 12月 24日 は事始めとしてシンギ製作の道具類を研ぐ。 26日 が御供餅
つきで、 28日 午前零時、シンギの原木を取 りに行 く。 この道中はいっさい無言
と決まっている。 この日のうちに原木か らシンギを規定の形、大きさに作る。

会陽は、旧暦 1月 14日 の深夜から 15日 未明にかけて行われるが、 11日 か
ら 13日 は「本押 し」のリハーサルともいうべき「地押 し」が行なわれる。そ し
ていよいよ 14日 の夜がふけると、大床や牛玉窓の下には、シンギを獲得 しよう
と、裸群があふれる。

深夜、すべての灯火を消 してシンギが投下される。 シンギを手に入れようと

する裸群の渦が出来る。シンギはその年のアキ方に抜けるといい伝えている。シ

ンギを獲得 した福男が祝い主の家にかけ込み、一升桝の米の上にシンギを立てる

と、シンギ取 りの自熱戦は終了する。西大寺の会陽は、裸群が大床を踏む音は遠

く対岸の讃岐まで響いたと江戸期の書物 に記されている。

シンギ取 りの翌々日にはシンギ納めの 「祝い祭」や飾 り付け、数 日後には「後

祭」が行なわれて会陽の関連行事はすべて終了する。

《参考》修正会
修正月会の略称で、単に修正 ともいい、異名俗称 も多い。寺院で正月元 日か ら

三日間あるいは七日間修される法会のこと。または民間で正月の一定 日に行われ

る年中行事。

国家泰平を祈願する法会であるとともに、先祖祭・農耕感謝および農耕予祝の

行事であつたとされる。イン ドや中国で行われていた法会であったか否かは不詳。

わが国では奈良時代の初めか ら各寺院ごとに修されていたと推定されているが、

記録では神護景雲元年 (767)正 月八 日、畿内七道諸国の国分寺に七 日間の吉
祥天悔過法会を命 じたこと (『続 日本紀 』)に始まるという。この史料は、この

とき国家的規模の行事 となったことを意味するといわれる。

行事内容は宗派などによって異なるが、特色 として悔過行があ り、仏前の荘厳

に餅 。造花 。灯明があることなどで、そのほか裸押 しや田楽・鬼踊なども伴う。

現在、修正会 としては岡山県西大寺の会陽、大阪四天王寺のどやどや、奈良県

長谷寺の唯押、東京浅草寺の富突などが著名。また民間では「お こない」と称さ

れる修正会が各地にみ られる。

lla考》西大寺文書
岡山市西大寺の金綾山西大寺が所蔵する主 として中世の古文書・旧記 83点 を
いう。この地は鎌倉時代には金岡東庄といい、大和の西大寺の末寺である額安寺

を領家 と仰いだので寺名を西大寺といい、門前町も西大寺と称するようになった。

古文書の大部分は備前西大寺の寺領に関するもので、赤松
。浦上 。宇喜多 ら室町 。

戦国時代の守護や武士の寺領に関する安堵状や寄進状が多い。記録の中では、中

世に書かれた『西大寺境内古図』がこの時代の地方の門前町や座の資料 としては

珍 しく、 1507年 (永正 4)の 縁起絵巻物は絵画 としても出色のものである。



西大寺観音院銅鐘
1901年 (明治 34)国 指定重要文化財 .
岡山市西大寺にあ り、「朝鮮鐘」といわれる梵 (ぼ励鐘。全高 103cm、 日径 65.2cm、

375kg鋳 銅製である。朝鮮鐘は新羅 。高麗時代に朝鮮半島で造 られた鐘である。

この鐘は海か ら揚がったと伝えられるが、渡来の由来は不明。

鐘身を吊す竜頭に接 して円筒形の旗挿 (はたさし)が あり、鐘身は紐 によって作 られ

ている。縦横の区画を示す袈裟欅はない。上帯 と下帯および乳郭の縁帯には細密

な文様があり、胴部には飛天と蓮華文の撞座 りき群が各 2カ 所設けてある。また :

鐘身上部の乳郭内に 3段 3列の乳状突起を置いてある。
一般的に和鐘 と違って朝鮮鐘は装飾文様が多 く、和鐘の単純簡素な形体 と異なっ

ている。

《参考》西大寺金陵山古本縁起
1971年 (昭和 46)岡 山県指定重要文化財。岡山市西大寺の西大寺蔵。
紙本著色 2帖 。縦 34.2cm、 長さはそれぞれ 12,53m、 13.52m。

周防国玖珂の庄司の妻、藤原皆足が仏師 (実 は長谷観音の化身)に千手観音像
を彫 らせ、彩色のため都へ運ぶ途中、金岡の浦 に停泊したところ、船が動かなく

なったのでこの地に小堂を建て、観音を安置したという西大寺の縁起を描いた絵

巻。もとは巻子 {かんす)本であつたが、現在は冊子に仕立て直されている。

第二之巻の終わ りに「干時永正四年丁卯雪月鬼宿に記 し終 り侍る事然な り」 と

あって、 1507年 (永 正 4)11月 15日 に完成 したことがわかる。室町中期
の特色 をよく示す もので、絵巻 は当時民衆に対する布教の効果的な手段であつた。

なお、「古本」 というのは 1661年 (寛文元)にその後の霊験を書きたして

第二巻 としたか らで、以後延宝、享保の書き継ぎもある。

「西大寺会陽図」(1883年 ごろ)

西大寺観音院銅鐘



乙子城ばh労
乙子城は、岡山市乙子の吉井川河口に突出した丘陵先端の小山山頂に所在する

梯郭式の小型山城で、城郭の段が比較的よく遺存 している (比高 47,8m)。
城の立地は、邑久郡の千町平野南部に横たわる山塊の吉井川に突出した西端 に

あり、南か ら西に広がる児島湾を望み、また、北西には吉井川を隔てて吉井川右

岸の上道郡南東部の平野を望む。この位置は、戦国後期に備前国東半を支配 した

戦国大名の浦上宗景の領地の南西端にあたり、児島湾と上道郡南東部をにらむ臨

海性の戦略拠点であつた。

当時、浦上宗景に仕えていた宇喜多直家が、天文 13年 (1544)に 宗景の命によ
ってこの地に城砦を構え、足軽 30人 と 300貫 の領地 を与えられて弱冠 16歳
で城主 となった。のちに備前国を平定し、戦国大名に成長 した直家の城主として

の第一歩を示す記念すべき城 となった。

直家は、この城に 5年在城 して、この地の治安維持 と戦功をあげ、その恩賞に

上道郡竹原 (当 時奈良部)の新庄山城を与えられ、天文 18年 (1549)に 新庄山城
に移転するが、乙子城を持城にし、舎弟の浮田忠家を城主に置いた。永禄 2年 (1

559)に直家が亀山城主にな り、忠家も亀山城に移ると、当城には城番がおかれ、

直家の備前平定が進むにつれて存在価値が薄 らぎ、廃城 にされたものであろう。

城郭の縄張 りは、小丘陵頂部に本丸を構え、前方後円墳形状に南東に延びる稜

線側に 4段の腰郭を設け、その先にやや広い出郭を配置 している。そ してその下

に現在乙子大明神境内 となっている二の丸 と判断される郭を設け、二の丸には尾

根先側 と南側面に 1段ずつの腰郭とを備えている。

大手筋は、二の丸南側の現在の参道筋と判断される。城郭造成は、各郭 とも
二

段築成である。城跡は、本丸跡の背後に土塁の一部が遺存 しているが、境内地以

外がほとんど畑地 となっていたため、郭 自体の変形 もなされている。水の手は井

戸が未確認であるが、城内か城外至近距離に水利施設を設けていたであろう。

城郭構造物は、土壇築成
。土塁などか らみて、掘っ立て柱建築物 と櫓・相など

が主体をな していたと判断され、中世的臨戦用城砦の様相 と内容を持つたもので

あろう。また、城郭構造が有事籠城型であり、日常生活の場は、南東山麓に根小

屋が形成されていたものと判断されるが、遺構の確認には至っていな
い。

《参考》輛目裁茂(亀山城)
沼城は,吉井川 と旭川の中間の小河川である砂川流域西辺の岡山市沼の小丘陵

に所在する連郭・輪郭折衷式の山城で、総延長 450mに わた り城郭施設が構築

されている (比高 35m)。 城の築かれた山の形が亀に似ているので亀山城 とも

呼ばれた。周辺は砂川 下流の湿地帯で、自然の堀を形成 していた。城郭の規模は

備前国屈指のものだが、畑地や校地に利用され、遺構の一部は破損 して
いる。

天文年中 (1532～ 1555)は 浦上宗景の家臣、中山備中守信正の居城で

あったが、新庄山城主の字喜多直家が 1549年 (天文 18)信 正の娘を妻に迎

え、 1509年 (永禄 2)信 正を謀殺 して この城を手に入れた。

その後直家は、 1573年 (天文元)に 岡山城に移るまで 14年間在城 し、こ

の城を拠点に竜の日城 (岡 山市湯迫 )、 三星城 (英 田郡美作町)、 金川城 (御津

郡御津町金川 )、 高田城 (真庭郡勝山町)な どを次々に攻め落とし戦国大名にの

し上がった。



L=47m

A―              BF一 ノン
´～一一´
~~―一ヽ~E

C― 一 D



雨

く
繊

口

中
下
■

回



月
期
せ
い
電
（Ｎ
Ｏ
琴
や
僣

κtう くヾヽ T4ご準 懸ヽlu_
+4ヤ←ゃ導 華ヾ・S―十゛ヽ
へ颯恭常ヽ ゃヽ哺祥要贅颯
ギ鐵く■f′熱囃 寺(椰喪奸
К工晰′■   lκ =

11111、

和
――

・

ギ

、̈ ゞ

1,シ″冤量憂塾澳ヾ
杯

１

ヽ
―

―

ぎ

―

　

タ

一
〓
一̈
”
　
″
．¨

薫

・　

　

一

ぃ

・
Ｉ
一ら

・
」「

Ｌ松
ド
ハ
い
一
‐‐１１‐ホ
い
■
ト



砥石城化‖‖
邑久郡邑久町豊原にあつた戦国時代の宇喜多氏ゆ

かりの山城 (比高 95m)。

砥石城は、吉井川下流左岸の大穀倉地帯である、千町
平野の南に横たわる山塊の

支尾根の砥石山の山頂部に所在する連郭式山城で、総延
長 250mに わたつて城

郭施設が構築されている。

砥石山は、千町平野背後に横たわつた山塊の中ほど
で平野に向けて延びた半島

状の山で、眼下に吉井川左岸の平野が開け、中世社会
の拠点となった福岡荘や熊

山、さらには吉井川右岸の西大寺をも望み、戦術的要衝
をしめる。

千町平野は備前国でも屈指の沃野であり、南西半
は古代末以来の豊原荘である。

また、南北朝の争乱期から戦国期にかけて備前国東部で活躍
した多くの名主層を

生んだ土地柄であり、後に備前国を平定した宇喜多直家も
この地に出生した。

築城の経緯は定かではないが、『備前軍記』等
の江戸時代の記録によれば、大

永年間 (1521～ 1528)浦 上村宗の家臣、宇喜多和泉守能家が築城したも

のと伝えられる。

能家は久家の子として邑久郡に住み、備前守護代浦
上村宗につかえた。村宗の

討ち死に後、村宗の二男宗景へつかえた。 1534年 (天文 3)6月 、高取城主

島村豊後守の夜討ちによつて城主能家は自害し落城
した。しかし、主君浦上宗景

はこの城を島村氏に与えず、浮田国定 (能家の庶腹の弟)に与えた。 1549年

(天文 18)宇 喜多直家は、主君宗景の軍勢と合流して、備中三村氏と内通した

砥石城主浮田国定を攻め落とし、城主に弟春家
を任じた。のち直家が沼城 (亀山

城)か ら岡山城に入るとき、春家を沼城に移して部将にこの城を守ら
せた。

この城跡は砥石山 (標高 100m)の 頂上に 3段に区切られ、最上段 (本丸 )

は東西に長く、周囲は約 300mに もおよび、平坦地となっている。それに
つい

で東方に二の丸がある。本丸の西の三の九は細長
く、堀切 (空城)の向こうは高

取山に続いている。

、

一 、一
C

砥石城略測図

卑 墜 唖 莉



lla考》宇喜多氏
室町戦岡期の備前の土豪武士。戦国大名。先祖は児島高徳の子長秀というが、

確証がない。長秀の子宗家 (文明年間)、 孫久家 (延徳年間)の事跡は不明だが、

実在したことは『西大寺文書』」確認できる。久家の子という能家は備前守護代

浦上家の殊勲の宿老で、浦上則宗、村宗を補佐。後に邑久郡砥石城に引退したが、

1534年 (天文 3)島村豊後守の夜討ちにあって自害。字喜多能家像は (岡 山
県指定文化財)は、もと菩提寺の紅岸寺にあった (現岡川県立博物館蔵)。

嫡子興家は備後輌津に挑れたが、備前松岡の豪商阿部定善のもとに身を寄せ、

その娘を妾とし春家、忠家をもうけ、 1536年 (天文 5)没。
興家の嫡子直家は邑久郡笠加村の尼寺の伯母のもとで育つたが、後に浦上宗景

に仕え、 1514年 (天文 13)自 立、乙子城主となる。その後浦上家の宿老達
を討って沼城主となり、権勢は主家を凌駕し、宗景と不和となる。

1566年 (永禄 9)三村家親を美作興禅寺で殺し、その子元親を翌年明禅寺
合戦で破る。ついで 1568年 金川城主松田元成を滅ばし、 1570年 (元亀∋

金光宗高を自害させて岡山を奪い、 1573年 (天正元)か ら翌年にかけてこの

地に岡山城を築き、本拠を移す。

1577(天 正 5)年直家は宗景を天神山城から追放して備前・美作を縦一し
たが、 1581年 (天正 9)病没。同年直家の養子基家は毛利勢と戦い、児島八

浜合戦で討ち死に。直家の嫡子秀家は母於福とともに秀吉に寵愛され、秀古
の猶

子となって権中納言、五大老の一人になったが、 1600年 (慶長 5)関ケ原合

戦に敗れて八丈島へ配流、 1655年 (明暦元)困苦のうちに病死した。

直家の異母弟忠家は直家を援助したが、秀家と対立し、 1599年 (慶長 3)

家中騒動の後、徳川家康に預けられ、関ケ原合戦では徳川方に属した。そ
の子詮

家は津和野藩主となって出羽守に任ぜられ、坂崎出羽守成正と改名。 1615年

(元和元)千姫の大坂城脱出に尽力したが、家康の違約を恨み翌年自害。成正の

弟感覚院は出家して大賀島寺住職になった。

《 宇 喜 多 氏 系 図 》

宇喜多宗家一―久家一―能家一―興家     ―¬
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《参考》宇喜多直家 l11‖ ill冊 1～班鱒
備前の戦国大名。幼名八郎、元服して三郎左衛門、のち和泉守宇喜多興家

の子。

1534年 (天文 3)砥石城落城後、邑久郡笠加村 (現 邑久町)の尼寺の叔母に

養われ、 1543年 (天文 12)浦 上宗景に仕える。翌 4元服、初陣の功により

邑久郡乙子城、 300貫 の所領、足軽 30人 を預かる。
1549年 (天文 18)宗 景の命により砥石城主浮田大和を討ち、奈良部城を

預けられる。 1559年 (永禄 2)宗景の命で高取山城主島村貫阿弥、沼城主中



山信正を討つ。ついで金川城主松田氏塵下の竜の口城主、程所元常を計略をもっ

て滅ぼす。その後、美作の三星城主後藤勝基、金川城主松田元盛と結び、備中成

羽城主三村家親に備える。

1565年 (永禄 8)美作に侵入した三村勢を撃退、翌年再度侵入した家親を
美作の興禅寺で倒す。 1566年 (永禄 9)直家の台頭を憎む宗景、親の復讐を
誓う三村元親はともに毛利元就に同盟を求め、直家は危地に陥つたが、角南如慶

の外交手腕で毛利と同盟して窮地を脱し、翌年備前に侵入した元親の大軍を上道

郡沢田村の明禅寺合戦で破り、備中の諸城を落とす。

1568年 (永禄 11)松 田氏の内紛に乗じ、虎倉城主伊賀久隆と謀 り、松田
元輝を滅ぼす。同年、毛利氏を裏切り尼子氏と同盟、翌年毛利 。三村勢と備中で

戦って撃退。 1569年 (永禄 12)尼 子勝久は美作に侵入して毛利勢と戦い、
直家は尼子に加勢し諸城を奪う。

1570年 (元亀元)かねて謀反の噂のあった岡山城主金光宗高を自害させ、
1573年 (天正元)岡 山城を築き沼城から移る。翌年将軍義昭の依頼で毛利、
字喜多は再び和睦。 1575年 (天正 3)毛利と離反した松山城主三村元親を挟
撃して滅ばし、同年毛利に加勢して児島常山城を落とす。ついで 1577年 (天
正 5)和気郡天神山城を落とし、浦上宗景を追放する。
こうして名実ともに備前・美作を統一した直家は 1577年 (天文 5)播磨で
羽柴秀吉と戦つて敗れ、毛利・羽柴の間に立ち去就に迷ったが、 1579年 (天

文 7)戸川秀安の進言により、小西弥九郎 (行長)を使者として織田・羽柴と和
睦する。 1578(天 文 6)年家臣の議言を信じて虎倉城主伊賀久隆を毒殺。翌
年三星城主後藤勝基を減ばし、美作で毛利勢と戦う。同年備中から備前に侵入し

た小早川隆景を辛川合戦で撃退、ついで 1581年 (天正 9)児島に侵入した隆
景の軍を撃退するが、対毛利戦の最中に病死した。

《参考)宇喜多能家 卜lill‖～11‖
戦国時代の武将。宇喜多久家の子。浦上則宗、村宗に仕え、和泉守を称す。

1497年 (明応 6)則宗の嫡子宗助とともに三石城を預かった。同年、宗助
は松田元勝と戦つて御野郡富山城を攻めたが、逆に竜の日城の兵力に包囲される。

能家は奇計をもって松田勢を破ってこれを救出。

1499年 (明応 8)則宗は同族の浦上村国と争い、敗れて白旗城に逃れたと
き、親族・詰代の者まで浮き足立った。そのとき能家は義を説いて叱時激励、軍

をまとめて則宗を救う。 1502年 (文亀 2)則宗の没後、赤松政村と別宗の子
村宗は不和となり、 1518年 (永正 15)村 宗は居城三石城を政村に攻められ、
主家赤松を敵として城兵は大いに動揺したが、能家はよく説得、よく防戦して撃

退した。

1520年 (永正 17)、 政村は村宗の魔下中村五郎を討つため美作に出兵、
能家も村宗とともに救援に向かったが,兵が離散して危地に陥る。能家は寡兵を

もって大軍を破 り勝利を収める。 1523年 (大永 3)村宗は浦上村国と不和と
なり、三石城を発し、能家の二男宇喜多四郎を先陣に橘港に攻め入る。四郎は討

ち死にし能家は悲憤に堪えて奮戦する。その勇名は大下にとどろき、管領細川高

国は能家に名馬名釜を贈って武男をたたえた。愛児の討ち死にと老哀のため砥石

城に隠退し、剃髪して常玖と号したが 1534年 (天文 3)高取山城主で浦上家
の老臣島村豊後守が、先君村宗の遺命と称して低石城を襲う。能家は老病のため



歩行ともなわず自害。

絹本着色宇喜多能家像 (岡山県指定重要文化財、岡山県立博物館蔵)は、能家
が生前その肖像を描かせ、南禅寺の僧九峰宗成に頼んでその行状を記したもので、

邑久郡紅岸寺に納めた。

鯵考)島村豊後守 卜1111卜llll
戦国末期の土豪武士。島村氏は邑久郡豊原圧の地頭級の土豪で、 1469年 (文

明元)島村弾正左衛門、 1482年 (文明 14)嶋 村宋証入道の名がある。豊後
守は、邑久郡高取山城主で浦上村宗の重臣弾正左衛門貴則の子。

貴則が 1531年 (享禄 4)摂津天王寺合戦で討ち死のあと家督を相続、浦上
宗景の重臣となる。 1534年 (天文 3)6月 宗景の家臣宇喜多能家を低石城に
攻めて滅ばしたが、 1559年 (永禄 2)宗景に謀反の嫌疑をうけ、能家の孫宇
喜多直家に攻められ滅亡した。

惨考)浦上氏
戦国時代の武将。先社は赤松播磨守則景から分かれたといわれ、その 7代の孫
が浦上掃部助宗隆で赤松氏に仕え、その子四郎宗安は嘉吉の乱 (1441年 )の
時、赤松満祐と共に討ち死に。その子則宗は、赤松政則を補佐して滅びた赤松家

を再興し、美作守ついで遠江守に任ぜられた。応仁の乱が起こると、浦上則国、

字野入道らと協力して備前福岡で山名の部将小鴨大和守を討ち、和気郡三石城を

預かり備前守護代となる。赤松政則が侍所の所司になると、別宗も所司代に任ぜ

られて在京したが、 1512年 (永正 9)三石城で死去。その子村宗が後を継ぎ
三石城を預かり、赤松家の位置を務め政村に仕えた。政村の寵臣の謀略で政村と

不和となり「三石合戦」が起こったが、政村が剃髪し一時和睦して村宗が実権を

握る。

1521年 (大永元)村宗は足利義晴を奉じて入京し、これを将軍職につけ、
翌年帰国したが、権勢著しく、赤松政村、譜代老臣と対立。村宗は政村 (常印 )

を殺し、播磨西部 。備前東部を領有する戦国大名となる。

その後 1530年 (享禄 3)細川家の内紛に関係し、摂津天王寺において細川
晴元と戦って討ち死にした。その子政宗・宗景が播磨室津域を守ったが、兄弟不

和を生じ、宗景は備前天神山城に移った。宗景は備前東部および美作の一部を領

有したが、その部将宇喜多直家が 1558年 (永禄元)島村貫阿弥 。中山備中を
討って以後台頭し、浦上家の実権を握るに至って不和になり、 1567年 (永禄
10年明禅寺合戦以後は仇敵の間柄となる。
1582年 (天正 10)宗 景は直家の軍勢に天神山城を落とされ播磨に逃れ 8
0余歳で死去したといわれる。

《浦 L氏 系 図 》
掃部助宗隆一一四郎宗安一―美作守 (遠江守)
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鯵考》浦上宗景
生没年不祥。備作地方の戦国大名。浦上村宗の次男。

1531年 (享禄 4)村宗が摂津天王寺で討ち死の後、播磨室津城に拠ったが、
兄政宗と不和となり、和気郡の天神山城に拠 り、備前東部および作州 2郡 を支配
下におく。

1544年 (天文 13)尼 子勢の美作侵入でで美作の諸城を奪われる。さらに
1553年 (天文 22)再 度の尼了勢の侵入で敗れたが、播磨の浦上政宗、備前
西部の松田氏の勢力が衰え、備前一円を支配下におき、漸次美作の旧領を奪回し

ていった。

1559年 (永禄 2)老臣中山備中守信正 (沼城主)、 島村貫阿弥 (高取城∋
の謀反の噂を信じ、家来の宇喜多直家に謀殺させる。以後直家が台頭し、家中の

実権を握るに至って不和となり、 1567年 (永禄 10)の 明禅寺合戦の後、三
村 。毛利と結んで挟撃しようと謀ったが果たさせなかった。ついには 1577年
(天正 5)宇喜多勢に攻められ、天神山城が落城。播磨へ落ちのび、 80余歳で
病死したという。

《参考》三村家親 ‖|||,1:i‖～)酬
戦国時代の備中松山城主。三村宗親の嫡子として生まれる。父の遺領をつぎ、

毛利氏の支援をうけ勢力をしだいにひろげ、 1533年 (天文 2)成羽に侵入。
1553年 (天文 22)猿 掛城主荘為資、 1561年 (永禄4)に は、備中国の
中心地松山城主荘高資を破り、本拠を成羽から松山城に移した。家親は、当時尼

子氏の勢力下にあった備中全土を攻略し、美作・備前へも進山しようとし、備前

の宇喜多直家と争うことになった。

1563年 (永禄 6)家親は兵を備前に進め、一挙に船山城 (岡山市牧右)を
攻略し、宇喜多勢の西進をはばんだ。さらに 1565年 (永禄 8)5月 、北に転
じて兵を美作路に派遣 し、作東地方の三星城 (現英田郡美作町)を攻めたが、攻
略することができず、翌年の春、再び作州に攻めこんでいった。宇書多氏の諸城

を攻め落としていったが、直家により美作の興禅寺 (久米郡久米南町下籾)で 暗
殺された。現在、家親の墓は頼久寺 (高梁市頼久寺町)に ある。

《参考〉竜の口合戦
岡山市祇口にあった竜の日城を宇喜多直家が 1560年 (永禄 3)か ら翌年 6
月にかけて竜の日城を攻撃した戦い。この城は金川城 (御津郡御津町)の 南の出
城で、弘治～永禄のころ撮所元常が守り、松田氏を支えていた。直家は弟忠家を

将とし、長船又三郎 (の ち紀伊守)、 延原土佐の兵を加え「大挙して竜の日城を

攻撃した。元常は城を出て竹田河原に敵を破ったが、再度の攻防で破れて段の原

(中原橋北東〉に退いた。

直家はこの攻防で力攻めの不可能を知り、家臣の岡清三郎 (一説に岡剛介とも

いう)に命じて計略をもって元常に近侍させた。元常の信頼を得た清二郎は、 1
561年 (永禄 4)6月 、元常が酒に酔い、尺八の音に聴き入っているところを
殺した。直家は直ちに兵を出して竜の日城を攻めると、元常を失った城兵は戦意

を喪失、竜の回城は直家の子に落ちた。直家はこの城主に岡清二郎をあてた。



《参考)大賀島寺
大雄山山上の大ヶ島にある天台宗の古刹。

山号は大雄山。本尊は行基作と伝える千手観音立像。もと金山寺 (現岡山)末。
1712年 (正徳 2)の 当寺由緒書上によると、孝謙天皇の時代、報恩大師によ
って創建されたと伝える備前四八ヵ寺の一つ。開創以後の寺史はいま一つ詳らか

かでないが、 1300年 (正安 2)弘法寺 (現牛窓町)の本堂供養にあたり、当
寺の僧四名が散華と梵音を奉仕している (「本堂供養請定」『弘法寺文書』)。

当寺一帯は中世の豊原荘のうちで、備前の戦国大名に成長した宇喜多氏は同荘

内を本貫地としたと思われるので、戦国期の頃当寺は宇喜多氏と関係が深かつた

のは確かである。たとえば、 16世紀初頭に活躍した宇喜多能家が居城にした砥
石城は、大雄山の峰続きにあり、 1534年 (天文三)能家が同城で討死したあ
と、当寺に葬られたという所伝は、ます信じてよいと思われる。

能家の孫直家は、当寺本坊東覚院に大破した石津宮 (現岡山市の石津神社)の

再興勧進を命じている (年未詳 4月 17日 「宇喜多直家書状」『黄薇古簡集』)。
1570年 (元亀元)本堂・鎮守堂・仁王門等が炎上、慶長年間 (1596～
1615)に 至って、その頃当寺の末寺であつた金山観音寺住持の円智 (豪円)
が、その復興にあたった。

前掲由緒書上は「住僧円蔵坊亮諦と申老僧一人、本尊の供養怠らず相勤居申候、

此円蔵坊亮諦は宇喜多の子孫にて、一族悉く死亡の後、菩提のため発心出家して

此地に任す、此地は元来宇喜多和泉守能家、砥石城に居住の初、砥石城と大賀島

守とは相隣るが故に、字喜多氏代々当寺を尊崇して菩提寺とせり、宇喜多与太郎

の甲冑は此人の持ち来れる也」と記す。

当寺が関ヶ原合戦による宇喜多氏滅亡後もその一族と関係をもち、その書提の

寺としての役割を保ち続けていたことを示している。

1595年 (文禄 4)宇喜多秀家は分国検地のあと、寺領として約 80石 を安
堵した (同年 12月 吉日「備前国四拾八ヶ寺井分国中大社領目録写」『金山寺文
書』)。

その後、小早川秀秋、池田忠雄の領主時代も、この寺領高が踏襲され、さらに

1634(寛 永 11)に 至って、池田光政から改めて大ヶ島村の内で 82石 3斗
6升が寄進されて、近世寺領高が確定した (「池田光政寄進状」『寺蔵文書』)。

寺中寺院は、 1619年 (元和 5)の時点で、本坊の等覚院のほか、南陽坊・

円蔵坊・福蔵坊・ 中蔵坊の4坊が (「寺中五坊檀那割付定書」同文書)、 また 1

665年 (寛文 5)に は本坊等覚院、寺中に円蔵坊・浄教坊・明教坊 (明鏡坊 )
の 3院、組下寺に真如坊・不動坊・西之坊があり、それぞれが寺領を分配され、

祈祷の旦方をもっていた (「寺法儀定書」同文書)。

堂字は本堂五間四面のほか、薬師堂・荒神社・鎮守山三社・大智明大権現・天

神社・仁王門等かあるが、いずれも江戸期のもの。

寺宝中、宇喜多与太郎基家 (元家)の 甲冑が有名。 1746(延 享 3)の岡山
藩士山脇貞尚のその由来記 (同 支書)に よると、基家は宇喜多直家の弟忠家の子

で、 1581年 (天正 9)毛利勢と児島の八浜 (現玉野市)で奮戦して討死し、
遺骸は当寺に葬られた。そのとき着用していた甲冑が奉納されたものである。な

お、当寺の主要文書は「岡山県古文書集」第四輯に収められている。



大賀島寺全景

宇喜多基家甲冑



余慶寺 はけいじ)
邑久郡邑久町北島寺山にある天台宗の寺院。山号は上寺山 (うえてらさ紛。収蔵庫に

薬師如来坐像、聖観音立像 (と もに国指定重要文化財 )、 十一面観音立像 (県指

定重要文化財)が安置されている。
寺伝によると、古くは日待山日輪寺、慈覚大師再興後に本覚寺、その後上寺山

余慶寺と改称 したという。境内には本堂 (国指定重要文化財 )、 脇堂 (薬師堂 )、 地

蔵堂、三重塔、開山堂、十王堂、愛宕堂、鐘楼、梵鐘 (県指定重要文化財)な ど
がある。棟札によると、本堂は 1570年 (永禄 13)赤 枝弥三衛門光国一族が
秋山道林禅定門の仏果菩提のため建立、愛宕堂は 1703年 (元禄 16)邑 久郡
上山田村の大工尾形太郎左衛門信清が同村小工柴田亦次郎と建立 したもの。

薬師如来坐像は南麓の門前村か ら脇堂に移 したという説がある。塔頭は寛文年

間 (1661～ 1673)7院 7坊 、 1714年 (正徳 4)5院 3坊、現在は本
乗院、吉祥院、明王院、円乗院、定光院、恵亮院の 6院である。

余慶寺本堂
1979年 (昭和 54)国 指定重要文化財。
邑久郡邑久町北島にある室町時代の特色を持つ寺院建築。観音堂とも呼ばれる。

桁行 5間 、梁間 5間 、単層、入母屋造、本瓦葺、唐破風造の向拝が付 く。妻飾は
二重虹梁大瓶東 にうりょうたいへいづか)式 とし三つ花懸魚 (げぎょ)を つるす。軒は二重繁桂 (し

げだるき)。 柱は総円柱で、中備に蓑束 (みのづ

"を
用い、組物は和様の二手先 (ふたてきき)と

し、本鼻 (きばな)は丸彫式の象鼻に移行する一歩手前の形で、シカミのない繰型 (く り

がた)と している。

内部は前 2間通 しと両償11間 通 しが外陣で、内側の 3間四方を内陣としてある。
天丼は内外陣ともに等縁 (きおぶち)天丼で、内陣 との境には菱欄間 (ひしらんま)を はめてあ

る。また内陣の天丼下の板壁には彩色された観音二十八部衆が描かれている。内

外陣を結ぶ大虹梁には古い形の錫杖 (しゃくじょう)彫が してある。来迎柱は黒漆塗で、

柱頭は極彩色の文様が施 してある。須弥壇 (し ,みだ励の胴羽目板には唐様で葡萄や

椿を唐草風に彫刻 し、粉彩 した入母屋造の宮殿型の厨子が置かれ、本尊の千手観

音像が安置されている。この須弥壇や厨子の装飾は桃山期を思わせるものがある。

余慶寺本堂



《参考》余慶寺十一面観音立像 01鶯 |
1979年 (昭 和 54)岡 山県指定重要文化財。
邑久郡邑久町北島の余慶寺にある古代末期の仏像。

木造、素地。像高 172.6cm。 欅材の一木造で、背割

(せぐり)を 入れて背板を当てるほか、両肩 日か ら先およ

び足先を矧 (は)ぐ 。 また、頭上の化仏 (けぶつ)は大部分

が刻み出しになっているが、そのうち 3面 だけ植え

込みにし′ている。両足の間は彫 り貫かず に材を残 し、

それを下方へ延長 して柄 (ほぞ)と なし、台座に挿 して

像を立てたもようである。

像の表面は現在は少なくとも素地であるが、これ

は初めか ら彩色 を加えなかった可能性 も考えられる。

後補部分としては、両肩以下上肢の全てと背板が桧

材による江戸時代の後補で、これには胡粉地 (ごふんじ)

彩色の痕があり、鑓 (かすがい)を 打って留めている。ま

た 3面 の植え込み化仏 と両足先 も桧材の後補である

が、これは、あるいは近年の模古作的補修かもしれ

ない。

この像は 12世紀末、藤原後期の温和
を示 し、ことに尊顔の可憐な表現にすぐ

しかし技術的には、平安前期以来の一木

のままに伝え、尊顔以外は思いのほかに

をみせている。あるいは、一種の本地仏

びた仏像 ともみ られ、いろいろ興味深い

《参考》余慶寺聖観音立
1917年 (大正 6)国 指定重要文化財。
邑久郡邑久町北島の余慶寺にある古代後期の仏像。

桧材の一木造で、肉身の表面は漆箔 (しっばく)、 衣の上

は彩色かと思われるが、現在はその彩色がすっか り

落ちて素地をあらわしている。

像高 168cm。 頭、体、両肩 も含めて完全な一本彫

(いちぼくちょう)に な り、内割 (うちぐり)も なく、さらに像の根

幹材は、体部の幅だけ像底か ら下方へ梯子状に伸び、

これを新 しい蓮華座に挿して本体を立てている。

もっともこれが元来の造作かどうかは決めかねる。

この聖観台像は最初、頭頂か ら足下の蓮肉まで通 して

の一木造であつた可能性がある。尊容は頭上に筒型宝

冠をかむり、右手を垂れて掌を前に向けて、左手は屈

音 (く ,び)し て前方に出た手で何かを執るように指を結ん

て立つ。その左手に蓮華を握っていたと仮定 して、長

らく聖観音と判断されてきたようであるが、一見 して

は特色の少ない普通の脇侍菩薩形であり、最近、その

優美な様式

れている。

造手法をそ

素朴な表現

的性格を帯

ものがある。

像 0"働

余慶寺十一面観音立像

余慶寺聖観音立像



作風の近似性を取り上げてこの寺の薬師如来坐像の脇侍日光菩薩として造立され

た可能性を指摘する向きもある。

技法的には古い一木彫に作 りながら、

いるところか ら、 10世 紀後半から 11
来坐像 とともに注 日すべき優作である。

様式的には一抹の温和、典雅が加わつて

世紀初期の藤原時代と判断され、業師如

《参考》余慶寺薬師如来坐像
1901年 (明治 34)国 指定重要文
化財。邑久郡邑久町北島の余慶寺にある

古代後期の仏像。桧材の一木造 に属 し背

制 (せぐり)を 入れて背板を当て、肩、臀、手

首、膝などを矧 (mぐ 。表面は漆箔 (しっぱく)。

像高 182cm。

柄衣 (のうえ)を 遍祖右肩 (へんたんうけん)に 着て、

右手は施無畏 (せむlll印 、左手の掌に薬壼

(やっこ)を 受ける普通の薬師坐像であるが、

作風はきわめて個性的であり、頭上の大

粒の螺髪 (らほつ)はだいたい切付であるが、

髪際の一列だけわざわざ植付にしてお り、

そのため頭が一層重 く、額 も狭い印象を

強めている。また左肩下が りの襟元に一

っさわだって旋転 (せんてん)を 巻き込んでい

る。この重い頭部と左胸襟の旋転は備前

および出雲地方の平安時代前期から中期

にかけての仏像の中にまま認め られ、今

後の研究が注 目される。

尊容は森厳の趣が深く、体躯 (たいく)は重厚にして、袖衣の駿に翻波 (ほんば)線が刻

まれているところは、平安時代前期に流行した、いわゆる貞観様式を多く残して

いるが、いろいろな点から藤原時代のごく初期の 10世紀後期あたりに比定され

る。ともあれきわめて特異な風格をそなえ、崇高で霊威に満ちた仏の表現として、

芸術性はきわめて高 く、瀬戸内圏を代表する傑作の一つ と評 して過言ではな
い。

余慶寺の梵鐘
1956年 (昭和 31)岡 山県指定重要文化財。

邑久郡邑久町北島にある余慶寺蔵。上寺山の晩鐘

とも呼ばれ、室町時代末期に鋳造された胴張 りの

ある和鐘。総高 94.8cm、 日径 59.lcm、 重量 105Kg。

竜頭は竜が単純化されやや小さく、笠形はやや

ふ くらみを持っている。鐘身は上帯、乳の間、池

の間、中帯、草の間、下帯、駒の爪を備え、 4条

の縦帯によって谷間を 4区 に分けている。乳の間

には 4段 4列の乳が各区に 16固 、合計 64個 あ

り、欠損はない。撞座は八葉蓮華文で、竜頭 と長

軸線の方向にあり、しかも位置が低い。駒の爪の

余慶寺梵鐘



静円寺伽競力‖
邑久郡邑久町本庄字横尾にある真言宗古義派の寺院。山号は横尾山。

本尊は十一面千手観音菩薩。 1701年 (元禄 14)成 立の『備之前州邑久郡
横尾山静円寺記 』によると、 730年 (天平 2)行 基によって創建され、天平勝
宝年中 (749～ 757)報 恩により備前四十八カ寺のに選ばれたが、まもなく
堂字を焼失、延暦年中 (782～ 806)印 喜法師によって再興されたという。
その後、僧坊 30余 、寺領 300町 歩 (3 0 0ha)を 有 して栄えたが、宇喜多
秀家の検地により、寺領は 50右 に減少。このとき僧坊 も多 く廃棄 されたと伝え
る。江戸時代には寺領 15石余、院主光明院のほか、寺中に中道院、安楽院、地
蔵院、定光院の 4院があつたが、現在は光明院、地蔵院、安楽院の 3院だけとなっ
ている。

静円寺多宝塔
1960年 (昭和 35)岡 山県指定重要文化財。
邑久郡邑久町本庄にあり、本堂の北側に南向きに立つ。初層頭長押より下は寛永

(1624～ 1644)、 それ以外は 1690年 (元禄 3)の 再建。方 3間 、総
高 12m。 柱は欅の総円柱。上層は円筒形の塔身に宝形造の屋根をのせ、胴部に
勾欄をまわ してあり、軒は一軒扇極、小組格 にくみごう)天丼をつ くり、組物は出三

斗 (でみつど)と する。下層軒は二重繁極、蛇腹 (じゃばら)支輪を設ける。心柱は下層の中

央天丼か ら起 こって上層を貫き、相輪に達する。小ぶ りな多宝塔であるが、全体

の構成、装飾技法など苦心のあとが見受けられる塔である。内部は四天柱をもっ

て内陣、外陣に分かち、折上小組格天丼 とし、内陣に須弥壇 (しゅみだ紛を設け、金

剛界の大 日如来を安置 してある。なお、この塔の相輪高は3.63mで ある。

一般 に二重塔、五重塔の相輪は露盤 (ろば励、伏鉢 (ふせばち)、 錆花 (うけばな)、 九輪、

水煙、竜車、宝珠で構成されるが、多宝塔は露盤、伏鉢、請花、九輪、続いて水

煙のかわ りに三重蓮華 (下が 4弁、中が 6弁 、上が 8弁 )と しその上に宝珠を設

け、これに水煙が付いている。

静円寺本堂
1956年 (昭和 31)岡 山県指定重要文化財。邑久郡邑久町本庄の旧虫明往
来に近い丘陵地 にある。棟札に「天正七年 (1579)十 一月二 日上棟」とあり、
桃山時代の再建。もとは西側の山上にあり、江戸中期現位置に移転 したもの。桁

行 5間 (11,86m)、 梁間 5問 (H,77m)、 単層、入母屋造、本瓦葺。妻飾は二

重虹梁大瓶束式に墓股 (かえるまた)を 付 した豪快で優美なものである。破風下には三

ツ花懸魚 (はなげぎょ)を 吊つてある。柱は樫の総円柱。

組物は和様の出組で一手先とし、蓑束の中備 (なかでえ)を 立てる。木鼻は絵様繰型。

背面を除いて 3面 には勾欄 にうらん)の ない縁をまわし、正面に 1間の向拝が付いて

いる。内部は前 2間通 りが外陣で吹き放しとなっている。内陣との間を虹梁でつ

ないでいるが、この虹梁 にうりょう)に は古い様式のある錫杖彫 (しゃくじょうばり)が刻まれ、

袖切は大まゆとりにしてある。 内陣は竿縁天丼で拭板敷となっており、正面に
禅宗様の須弥壇を設け、入母屋造、宮殿形の厨子を安置する。厨子は美しい塗装

がなされ、蕨手や羽目の装飾に桃山時代の技法がみられる。また正面の桟唐戸に

付けてある五三桐も同時代のものである。



静円寺本堂

静円寺本堂
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静円寺多宝塔

静円寺多宝塔平面図



本蓮寺
邑久郡牛窓町牛窓関町にある日蓮宗の寺院。山号は経応山。 1338年 (暦応

元 =延元 3)春 、大覚大僧正が小豆島か ら牛窓を巡錫 し、在地の豪族石原佐渡守
(法名・信功尊儀 )を 教化 し、この地に法華堂を建立 ヒ′たと伝える。
その後 1438年 (永享 10)日 暁が師の本能山開山日隆の命で牛窓に留錫 し
て法華堂を再興 し、石原但馬守道高を教化 した。 しかし『本蓮寺文書』の「牛窓

浦法華堂」の初見は 1450年 (宝徳 2)で 、法華堂創建の事情 は明らかでない。
道高は次男愛千代麿 を日暁の弟子 として出家させるとともに、寺領 200石 を寄
進 し、法華堂を経王山本蓮寺と改めたという。 日隆が本蓮寺の寺号を授けたのは

1458年 (長徳 2)で 、住職は本行院 日暁である。 1483年 (文明 15)日
暁の没後、 1489(長 享 3)愛 千代麿の蓮像院 日澄が住職に補任された。 14
92年 (明応元 )日 澄は本願旦那の石原修理介伊俊 にれとし、日澄の兄ともいう)
らの勧進を得て、本蓮寺本堂 (国重要文化財)を 建立。番神堂 (同 )も この頃の
建立と推定される。なお、中間 (同 )も この頃の建立 と推定されている。
日明 。日朝貿易を背景に栄えたと思われる石原氏 も戦国時代には衰え、また小

早川秀秋の寺領没収にあって本蓮寺は衰えたが、 1605(慶 長 10)寺 領 30
石、 1674年 (延宝 2)33石 余に復す。朝鮮通信使の往来が始まると、 16
36年 (延宝 2)以 後通信使の一行は
牛窓港に立ち寄 り、本蓮寺はしば しば

通信使の接待、宿泊の場所 となる。国

指定重要文化財の本堂を始め、番神堂、

中門のほか二重塔、鎮守堂、祖師堂、

鐘堂、鬼子母神堂が現存する。

なお『本蓮寺文書』 84点 が岡山県
立博物館に所蔵されている。

本蓮寺中門
1970年 (昭和 45)国 指定文化
財。邑久郡牛窓町牛谷の本蓮寺にある

寺門。切妻造、本瓦葺。棟門形式の四

脚門にな り、本柱は左右 2本 の円柱で、

柱頭で冠木を受けると同時に、その上

方へ両取方柱状の斗束を共木で造 り出

し、実肘木を介 して化粧棟本の下を受

ける手法は、この門独特の特色である。

この斗束の形や、実肘木と男梁、女梁

の先端にみえる絵様繰型に室町時代後

期の様式がみえる。

軒は一重疎推、小舞裏。全体に江戸

時代の後補材が多く、ことに柱間に釣

り込まれた桟戸 は 1974(昭 和 49)
から 1 9 7 6年   (IIE和 5 1) にかけて

の解体修理の時に新補された。

本蓮寺中間

本蓮寺中門正面日

9       1n
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本蓮寺番神彙
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本蓮寺番神堂
1958年 (昭和 33)国 指定重要文化財。
邑久郡牛窓町牛窓の本蓮寺にある中世の神社建築 3棟。
番神堂は日蓮末寺院独特の鎮守社で、法華経 を守護する三十 日番神を祀る祠で

ある。現在 3社並んでいるが、すべてか番神を祀っていたわけではないようであ
る。 3社 は東祠、中祠、西祠 と称される。中で も中祠はひときわ大きく、方 1間、
入母屋造、柿葺 にけらぶき)で、前面に向拝の庇 (ひれ)を 葺き降ろしている。向拝柱は

細い面取角柱で、水引虹梁 (みずびきこうりょう)の 上に、ザ クロの樹を左右均整に横図し

た慕股 (かえるまり を置 く。 この慕股は若葉彫刻を彫った手挟 ltばさ

“

とともに観るべ

きものである。身舎 (もや)は床を高く張って腰に擬宝珠勾欄 (ぎぼにうら励付きの縁が

三方にめぐり、工面は引違格子戸をはめ、他の三方は板壁である。

柱は円柱で斗供 (ときょう)は三ツ斗枠肘木 (ひじき)。 柱頭 に禅宗様の木鼻 (きばな)を 出す。

軒は二重疎桂小舞裏 (まばらだるきこまいうち)。 この中祠は 1492年 (明応元)ご ろに本
堂と年代をあまり隔てず建てられたものらしく、墓股のザクロの彫刻はこの中祠

がもとは鬼子母神堂であったことを物語っている。東祠は一間社流造・柿葺の小

社で、これ も床を高 くし、身舎の三方をめぐる凝宝珠勾欄付きの縁の下に縁束を

立てず、二手先挿肘木を出して支え、さらに向拝の下段 にもう一重勾欄付浜縁を

三方に付 し、これもまた二手先挿肘木で受けるという、異色の造 りになっている。

柱は円柱で、斗供は三ツ斗。正面に引違格子戸をはめ、二方は板壁。向拝の水引

虹梁の上や身舎の中備に慕股を置き、向拝柱か ら本柱へ海老虹梁をかける。また

独特の木鼻を柱頭に出す。軒は一重繁桂。妻飾は笈形付大瓶束。東祠は墨書によ

り 1468年 (応仁 2)と 判明 した。これは寺外にあった天神社かといわれる。
西祠は一間社流造、柿葺。構造大体東祠に近いが、規模はこころもち大さく、

東祠にあった下段の縁はない代わ り、正面の土台と木階 との間の羽目板に格狭間

を表 している。また身舎正面格子戸上には唐草透彫の横 に細長い欄間がある。妻

飾ほ禾奴首である。天丼板の墨書から、 1500年 (明応 9)に 住持 日澄 と石原
伊俊の建立で、大工も藤原広久以下の人々とわかっている。内部祭壇の構造か ら

番神堂に間違いないといわれる。なお以上の 3祠 に覆屋がかかってお り、江戸時
代の建築である。解体修理は 1964年 (昭和 39)に 施された。

本蓮寺本堂
1942年 (昭和 17)国 指定重要文化財。邑久郡牛窓
の木蓮寺にある中世の仏堂。桁行 5間 、梁間 5間 、一車、寄棟造、本瓦葺。正

面中央 1間 に向拝を付 し、五級の木階を設ける。基台は自亜の亀腹を築き、縁を
めぐらした身舎を建立する。柱は円柱。斗供は最も簡素な舟肘木。軒は二重疎極

小舞裏。これ らの手法はむしろ住宅的である。正面 5間 、左側第 1間、背面中央
にそれぞれ桟唐戸を釣 り入れ、背面のそれは、現本堂の前身建物からの流用かと

考えられる古いものである。その他の左側および右側の扉は引違板戸を用いてい

る。内部は前方横 1間通 りが外陣で鏡天丼を張 り、内陣は 3間 4間で猿頬 (あば扮
天丼になり、両側に奥行 1間通 りの脇間がつ く。外陣や脇間との境はすべて蔀 (し
とみ)格子をはめ入れ、外陣と脇間の日は両開板唐戸をつる。

内陣柱は黒漆塗、来迎柱は箔押 (はくおし)。 来迎壁の前に禅宗様に和様を折衷 した

仏壇を設け、羽 目に複刈な繰型の格狭間 にうざま)を 入れ、ことに正面 3個 の内には



一律の宝相華唐草 {ほうそうげからくさ)の 装飾彫刻を充填し、側面の分は菱型盲連子 (めくられ

んりを刻んでいる、この本堂の棟木の墨書によれば 1492年 (明応元)9月 に
住職の蓮像院日澄が本願、石原修理亮伊俊が大檀那となって、諸檀那を勧進し、

その奉加を受けて建立したもので、建築の大工は藤原八郎右衛門広久であった。

鯵 考》本 蓮 寺 文 書

邑久郡牛窓町関浦の日蓮宗本蓮寺に伝えられ、現在岡山県立博物館に所蔵され

ている文書。この文書は 1300年 (正安 2)か ら 1703年 (元禄 16)に 及
ぶ 87点 。多 くは室町時代の田畑寄進状、田畑売券で、当時の田畑の売買価格、
貨幣 (宋銭)の 流通状況、作物の種類のほか、文中には徳政文言 もうかがわれ、
中世の社会経済史料 として極めて貴重。その他、本蓮寺寺領帳、本蓮寺由緒書、

近世大名の寺領寄進状なども含まれている。

《参考》石原氏
室町時代備前国邑久郡牛窓地方の豪族。

牛窓の日蓮宗寺院本蓮寺の由緒書によれば、室町中期文明年間 (1469～ 14
87)の ころ、石原但馬守道高が同寺の諸伽藍を健立 し、併せて多数の寺領を寄
進 したとある。また現存の本堂の棟木にも 1402年 (明応元)石原修理完伊俊
にれとし)が 本願檀那となって建立 した旨の墨書銘が見え、石原氏は室町時代牛窓地

方最大の豪族武士であったようである。また中世の港町牛窓の貿易のことなどに

も中心的な役割 を果たした存在であったと思われる。本蓮寺の裏山には石原氏の

一族の墓と伝える五輪塔 10数基がある。

安仁 llll神社
岡山市西大寺一宮にあるもと国幣中社。祭神は五瀬命 とされているが、災説 も

多い。『続 日本後紀』の 841年 (承和 8)2月 8日 の条に「安仁神預名神焉」
とあるのが初見であり『延喜式』に記載 された備前国唯一の名神大社である。

『備前国神名帳 』西大寺本、同山本には、「正三位安仁大名神」、神上金剛寺

本には、「従一位安仁大晒神」 とあり、古 くは 「久方宮」と称 したともいう。

当社は古 くか ら備前二官 とされ、 1367年 (貞治 6)ご ろの寺領は 11町 3
反 30代 であった。また、同じころ邑久郡豊原圧や鹿忍庄に「安仁社大般若免」
「安仁社経免」の存在 したことが同社文書にみえている。

往古は現社地の東方宮城山 (鶴 山)の 山頂にまつ られていたが、その後山麓の
宇尾の上に移 された。現在の社地は 1670年 (寛文 10)に 岡山藩主池田綱政
が 「令子誕生」を祈願 し、その成就した後の 1705年 (安永 2)に 造成 したも
ので、その時社殿の改築が行われ、社領 5石が寄進されている。
その後、 1780年 (安永 9)に 弘法寺 (邑久郡牛窓町千手)の鎮守であった
山王権現が合祀され、社領は 55石 となった。岡山藩主池田家では当社を祈願所
と定め、明治初年まで毎年正月 25日 同姓の家臣による代参が行われていた。
1871年 (明治 4)に 国幣中社に列 し、 1885年 (明治 18)に 社他を拡
張 し、社殿の改築が行われた。現在の社殿はこの時改築である。

境内摂社には左補神社、右補神社 (祭神は幾多神 )、 末社に荒神社、稲荷神社

がある。なお、当社には中世文書および 1891年 (明 治 24)に 境内か ら発見
された袈裟欅文銅鐸 (国認定重要美術品)1個 があって宝物 とされている。
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